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白岡市オンデマンド型地域公共交通サービス運行業務に係る 

公募型プロポーザル実施要領（案） 

 

１ 業務名  

白岡市オンデマンド型地域公共交通サービス運行業務 

 

２ 目的 

この実施要領は、「白岡市生活交通ネットワーク計画」に基づき、白岡市地

域公共交通確保維持改善協議会が実施する白岡市オンデマンド型地域公共交

通サービス運行業務を委託する事業者（以下「運行事業者」という。）の選定

に関して必要な事項を定めるものとする。 

 

３ 事業主体  

白岡市地域公共交通確保維持改善協議会（以下「協議会」という。） 

 

４ 協議会事務局  

白岡市役所 市民生活部 地域振興課 公共交通推進室内 

 

〒３４９－０２９２ 埼玉県白岡市千駄野４３２番地 

ＴＥＬ ０４８０－９２－１１１１  

ＦＡＸ ０４８０－９２－９０９６ 

Ｅ－ｍａｉｌ chiiki@city.shiraoka.lg.jp 

 

 

５ 業務内容  

別紙「白岡市オンデマンド型地域公共交通サービス運行業務仕様書」のと

おり 

 

６ 業務委託契約期間  

令和３年４月１日から令和５年９月３０日まで 

 

７ 事業規模   

６８，１７８，０００円（消費税及び地方消費税相当は含まない。）以内 

資料１ 
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８ 運行事業者の選定方法  

運行事業者の選定方法は、当該業務の性質上、高度な技術力と豊かな経験

等を重視して総合的に評価するものとする。 

このことから、運行事業者を広く募集することにより、参加意欲を尊重す

るとともに、企画提案の内容（業務への取組体制、業務上の創意工夫及び企

業努力による利用促進策など）、見積価格の適正、安全管理、組織体制等を総

合的に審査、評価し、最も適した運行事業者を選定する公募型プロポーザル

方式（以下「プロポーザル」という。）によるものとする。 

 

９ 参加資格 

プロポーザルに参加できる者は、次に掲げる事項を全て満たす者とする。 

⑴ 道路運送法（昭和２６年法律第１８３号）第４条に規定する一般乗合旅

客自動車運送事業（区域運行）の許可を取得できる見込みのある者とする。 

⑵ 地方自治法施行令（昭和２２年政令第１６号）第１６７条の４の規定に

該当しない者とする。 

⑶ 道路運送法第４０条の処分を受けていない者とする。 

⑷ 法人税（個人企業にあっては所得税）、消費税及び地方消費税並びに法人

市町村民税（個人企業にあっては個人市町村民税）を滞納していない者と

する。 

⑸ 会社更生法（平成１４年法律第１５４号）に基づく更生手続開始の申立

て中、又は更生手続中でない者とする。 

⑹ 民事再生法（平成１１年法律第２２５号）に基づく再生手続開始の申立

て中、又は再生手続中でない者とする。 

⑺ 白岡市暴力団排除条例（平成２５年白岡市条例第２号）第２条の規定に

該当しない者とする。 

 

１０ プロポーザルのスケジュール 

公募から運行事業者選定までのスケジュール（概要）は以下のとおりとす

る。 

項 目 期 間 等 

実施要領・仕様書の配布 令和２年１０月２１日（水）午前９時から 

説明会 令和２年１０月２１日（水）午前９時から随時 

白岡市役所庁舎 ３階 市民生活部地域振興課 

質問の受付期間 令和２年１０月２１日（水）午前９時から 

１１月２日（月）午後５時まで 

提出書類の受付期限 令和２年１１月１０日（火）午後５時まで 
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選定審査委員会 令和２年１１月１８日（水）午後１時３０分 

白岡市生涯学習センター〔こもれびの森〕 

会議室１・２・３ 

第３４回地域公共交通会議及

び地域公共交通確保維持改善

協議会 

令和２年１１月２５日（水） 

運行事業者内定の決定通知等

の発送 

令和２年１２月中旬 

 

１１ 質問の受付及び回答 

⑴ 受付期間 令和２年１０月２１日（水）から１１月２日（月）まで 

⑵ 提出方法 質問書（様式１）に記入の上、電子メールで提出するもの

とする。宛先 chiiki@city.shiraoka.lg.jp 

⑶ 回答方法 期間内に提出された質問事項を全て取りまとめ、令和２年

１１月５日（木）までに参加者に電子メールで回答する。 

 

１２ 参加手続 

参加を希望する者は、協議会事務局（白岡市役所庁舎 ３階 市民生活

部 地域振興課 公共交通推進室内）に事前に電話連絡の上、次の書類を

持参により提出するものとする。 

⑴ 提出書類 

① 様式２ プロポーザル参加申請書 

② 様式３ 業務実施体制調書 

③ 様式４ 誓約書 

④ 企画提案書 

⑤ 見積書 

⑥ 定款 

⑦ 登記事項証明書（全部事項） 

⑧ 前事業年度の法人税（個人企業にあっては所得税）、消費税及び地方

消費税並びに事業所所在地の市県民税の納税証明書又は滞納のない旨

の証明書 

⑨ 会社の概要や事業内容が分かる資料（会社案内、組織図、ホームペ

ージのコピーなど） 

⑩ 本業務に使用する予定車両と同型の写真及び車検証の写し 

※ カタログでも可とする。 

⑪ 予約受付センターの室内の写真、営業所及び車庫の外観写真 

mailto:chiiki@city.shiraoka.lg.jp
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※ 写真は台紙に貼付すること。 

※ 新設の場合は、予約受付センター、営業所及び車庫の予定地の写

真・概要書を提出すること。 

⑫ 道路運送法第２２条の２第１項の規定による安全管理規程及びこれ

に類する規程、計画（運転手の服務マニュアル、車両の整備管理規程

等） 

※ 新規に事業参加する場合は、安全管理規程及び計画の案を提出す

ること。 

⑬ 導入を予定しているデマンド交通オペレーションシステムの内容が

分かる資料（カタログ、ホームページのコピーなど） 

⑵ 提出部数 

原本１部・副本１０部 

ただし、道路運送法第２２条の２第１項の規定による安全管理規程及

びこれに類する規程、計画（乗務員の服務マニュアル、車両の整備管理

規程等）については、副本を不要とする。 

⑶ 提出書類の受付期限 

令和２年１１月１０日（火）午後５時まで 

 

１３ 審査 

⑴ 審査方法 

協議会委員及び協議会事務局職員で構成する選定審査委員会において

審査を行う。 

選定審査委員会は、非公開とする。 

①  実施日時 令和２年１１月１８日（水）午後１時３０分 

②  会  場 白岡市生涯学習センター〔こもれびの森〕 

     会議室１・２・３ 

③ 出席者 ３名以内 

④ 審査内容 

  以下の内容について、審査を行うものとする。 

 ア 企画提案書のプレゼンテーション（３０分以内） 

※ プロジェクターとスクリーンを使用する場合は、事前に事務局   

に相談すること。 

また、企画提案書のプレゼンテーションについては、実施しな

い場合がある。 

 イ 企画提案書の内容に対する質疑応答（１５分程度）  

 ウ その他の提出書類に対する質疑応答（１５分程度） 
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⑵ 審査基準 

次の項目について審査する。 

①  組織体制について 

項 目 内 容 等 

事業に対する理解度 これまでの白岡市の取組及び協議会での協議内容

を理解した提案になっているか。 

事業に対する意欲 事業実施に対する意欲は十分か。 

運行車両 車両の車種、形式、年式等は事業に即しているか。 

経営能力 経営面から安定的、持続的な運行が可能か。 

管理運営体制 業務の管理体制及び指揮命令系統は万全か。 

デマンド交通オペレ

ーションシステムの

適合性 

「白岡市オンデマンド型地域公共交通サービス 

運行業務仕様書」に適合しているか。 

予約受付の体制 予約受付の体制は万全か。 

予約受付センター 運行業務に支障がないように配慮されているか。 

営業所・車庫の位置 営業所及び車庫の位置は運行に支障ないか。 

利用者登録の体制 利用者登録の体制は万全か。 

 

②  安全管理について 

安全管理の規定等 安全管理規定及び計画が示されているか。 

運転手の教育・研修 運転手の教育及び研修は充実しているか。 

オ ペ レ ー タ ー の  

教育・研修 

オペレーターの教育及び研修は充実している

か。 

緊急時の対応（運転

手） 

事故又は病気の際の対応策は妥当か。 

緊急時の対応（運行 

車両） 

事故又は車両故障の際の対応策は妥当か。 

事故処理の体制 事故時の処理体制及び方針は万全か。 

瑕疵の経歴 国土交通省による行政処分歴（警告、勧告及び

口頭注意を除く。）又は重大事故歴はないか（過去

３年）。 

 

③ 適正な見積金額及びコスト対策について 

見積金額の算定 運行計画に基づく収支計上に妥当性があるか。 
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運行経費の算出 運行経費の算出根拠が明確で、妥当性があるか。 

コスト意識 コスト削減について、効果的な提案がなされて

いるか。 

 

④ 利用促進・サービス向上に資する創意工夫について 

運行車両の工夫 バリアフリーに対応した車両等、利用者に配慮

した工夫が見られるか。 

業務の効率化 効率的な配車及び運転手の乗務計画が提案され

ているか。 

運行に対する工夫 運行に対しての創意工夫が見られるか。 

利用促進に対する 

工夫 

利用促進策について、具体的な考え方が示され

ているか。 

環境に対する配慮 環境に配慮した取組がなされているか。 

 

１４ 審査結果の通知 

  審査の結果、当該事業に最も適していると認められる運行事業者を契約

内定事業者として選定し、結果を参加者に通知する。 

 

１５ 契約に向けた手続 

契約内定事業者として選定された運行事業者と契約に向けた交渉手続を

行うものとする。合意に至らない場合、辞退した場合又は失格に該当する

ことが判明した場合は、次点の者と同様の交渉手続を行うものとする。以

下、同様とする。 

 

１６ 選定後の手続き 

 ・引継ぎ、準備行為の実施 

   契約内定事業者として選定された運行事業者は、市と協議し、契約期間

の始期から円滑な運行業務が実施できるよう、現在の運行事業者から事務

を引き継ぎ、必要な準備行為を行うものとする。 

   なお、引継ぎ及び準備行為に要する経費は、それぞれの負担とする。 

 

１７ 参加者の失格 

   次のいずれかに該当するときは、その者を失格とする。 

⑴ 提出書類に虚偽の記載があった場合 

⑵ 審査の公平性を害する行為があった場合 

⑶ 参加資格の要件を満たさない場合 
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１８ その他 

⑴ プロポーザルに係る一切の費用は、参加者の負担とする。また、提出

書類の返却は行わないものとする。 

⑵ 市は、契約内定事業者が決定した後に、事業内容等の変更により

プロポーザル実施要領の内容を変更せざるを得ない場合は、契約内

定事業者に対し、この変更を求め、変更した仕様書等を提示するこ

とができる。 

これに対し、契約内定事業者は、契約までの間、提示された仕様

書等について、双方協議の上、提示された仕様書に記載された内容

で、再度、見積り等を提出し、契約事務を進めることができる。 

 

 

附 則 

この要領は、令和２年１０月２１日から施行する。 

 


